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取組の経緯

・「教職員の総勤務時間の縮減に係る指針」の策定（平成16年度）

・「三重県教育ビジョン」に学校における働き方改革を施策として位置づけ、その内容を記載
（平成2３年度～）

・全ての公立学校での統一した取組（「定時退校日の設定」、「部活動休養日の設定」、「会議時間の短縮」）
の実施（平成29年度～）

・三重県ＰTA連合会、三重県高等学校ＰTA連合会、県教育委員会の連名による、「学校における働き方
改革」への理解と協力を求める保護者宛文書の発出（令和元年度）

・「改正給特法」を根拠とした「公立学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例」の改正
三重県教育委員会及び県内全ての市町教育委員会において

 「学校における教育職員の在校等時間の上限等に関する規則」
「学校における教育職員の在校等時間の上限等に関する方針」の策定（令和２年度）
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三重県教育ビジョン（令和2年度～令和５年度）

基本施策５ 地域との協働と信頼される学校づくり

（４）学校における働き方改革の推進

【めざす姿】

教職員の業務負担軽減を図り、限られた時間の中で授
業の改善や子どもたちと向き合う時間を確保しながら、
日々の生活の質や教職員としての人生を豊かにするこ
とで、自らの人間性や創造性を高め、より効果的な教育
活動を持続的に行っています。
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時間外在校等時間が月45時間を超える教職員のすべての教職員に対する割合の推移

【令和4年度の分析】
・時間外在校等時間が月45時間を超える主な要因は、小学校は「学習指導」、中学校は「学校運
営」「学習指導」「部活動」、県立学校は「部活動」

・令和元年度との比較では、小学校で49.5％減、中学校で27.9％減、県立学校で22.1％減
これまで継続してきた学校における働き方改革の取組により減少
近年は横ばい状態であり、教職員の長時間労働が解消されるまでには至っていない状況

※（ ）内は年間の月平均人数

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

小学校 18.1%(１，２８２人) ９．６％( ６７８人) 9.0%(６３１人) 9.3%( ６４８人)

中学校 39.2%(１，４８４人) 23.3%(８８３人) 23.0%(８７３人) 28.2%(１，０７０人)

県立学校 １２．４％( 542人) 5.0%(２３５人) 5.6%(２５３人) 9.3%( ４２２人)

時間外在校等時間の状況

※「県立学校」は「県立高等学校」及び「県立特別支援学校」を指す
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全校配置に至るまでの経緯

【平成30年度】
・県内５地域の12学級以上の小学校５校に配置を開始

【平成31年度（令和元年度）】
・県内５地域の、11学級以下の小学校５校と中学校10校の計15校に配置

【令和２年度】
・当初予算において、全ての市町を対象とし小中学校100校分と新たに県立学校７校
分の予算を措置

・補正予算により、小中学校については６学級以上の全ての学校に配置（308校分）
県立学校については分校を除く全70校に追加配置

【令和３年度から令和５年度】
・全ての小中学校及び分校を含む全ての県立学校に配置
・令和５年度予算額：３２９，７８８千円
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スクール・サポート・スタッフ配置事業の詳細

三重県教育委員会

市町教育委員会

県立学校小中学校

要綱等の作成・配布
予算の確保
各市町教委への配当時間の決定
任用予定者の任用

人材確保 人材確保

任用予定者の提示

任用予定者の提示

要綱等配布、時間の配当

要綱等配布、
時間の配当

任用予定者の提示

要綱等配布、時間の配当

※ＳＳＳの人材には地域住民や保護者が多い。

※県教育委員会にはそれほど負担がない

※三重県では教員業務支援員のことをスクール・サポート・スタッフ（略称ＳＳＳ）と呼びます
※教育支援体制整備事業費補助金（補習等のための指導員等派遣事業）では直接補助事業として実施
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印刷・
教材準備

教材・
資料整理

提出物の
受取確認

小テスト等
の採点

行事・式典
等準備

データ
入力作業

電話対応
来客受付

消毒作業 その他

小学校 17.1% 15.4% 6.9% 11.5% 12.6% 11.1% 6.6% 14.4% 4.4%

中学校 16.6% 15.6% 6.7% 8.5% 13.2% 13.2% 7.9% 13.5% 4.7%

県立学校 13.1% 15.2% 1.5% 1.0% 13.1% 10.1% 7.6% 28.3% 10.1%

〇 活用状況

県教員委員会としての支援

〇 具体的な取組や活用事例

【SSSの活用にあたっての学校として工夫している例】
・SSSへの作業依頼用紙を活用した計画的な業務遂行
・校内ネットワークの共有フォルダにＳＳＳに印刷してほしいデータを保存
・ＳＳＳが作業している場所を示した表などを設置

【SSSの業務内容例】
・教室や廊下の掲示物の掲示

・SSSの活用状況の把握
・SSSの具体的な取組や活用事例のとりまとめ、効果的な取組の紹介
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・小冊子「スクール・サポート・スタッフになる方へ」の

作成・配布

・業務内容や留意点などを記載

各学校で活用

県教員委員会としての支援
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市町及び学校からの反応・声

＜先生方からの感謝の声＞

【子どもと向き合う時間の確保】
・ノート点検が今まで以上に丁寧にできるようになりました。
・指導や支援が必要な児童・生徒に細やかに関われるようになりました。

【働き方改革（計画的な業務遂行）】
・SSSの業務を依頼するために、計画的に仕事を進めるようになりました。

【働き方改革（協働体制の推進）】
・ＳＳＳの退校後も忙しくしている教員がいると、「何かお手伝いしましょうか」
 という声がよく聞かれるようになりました。

（「スクール・サポート・スタッフになる方へ」より）
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市町及び学校からの反応・声

＜ＳＳＳからの感想＞

・最初は、職員室の独特の雰囲気に戸惑っていたけれど、先生方と人間関係を築
いていくにつれて、業務依頼の数も増えていきました。「ありがとう」の感謝の言
葉に心が温まります。

・自分が頑張ることで、先生が幸せになり、子どもたちも幸せになれます。とても
やりがいのある仕事だと思います。これからも、みんなの役に立ちたいです。

・私たちが勤務するようになって、先生方の働き方が変わったと聞きました。

（「スクール・サポート・スタッフになる方へ」より）
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全校配置の効果

＜SSSが配置された市町・学校から＞

・配置以降、業務分担が一層進みました。
・学習指導に関係する業務の時間が増えました。
・教員の本来業務の時間が確保されています。

（「スクール・サポート・スタッフになる方へ」より）

・市町から「ＳＳＳは学校になくてはならない存在」
との継続配置の要望が強い

・県における財政課との予算協議において、市町
 からの声や要望を活用
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学校における働き方改革の推進に係る取組状況調査票の活用

・調査や会議の見直し及び会議・研修会のオンライン化
・全ての公立学校における統一した取組
・専門人材（ＳＣ、ＳＳＷ、部活動指導員等）・地域人材（ＳＳＳ等）の活用
・長期休業期間中における学校閉校日の設定など

・時間外在校等時間の状況が近年横ばい状態
・各学校により時間外在校等時間の削減に向けた課題が異なる
・さらなる取組の推進には、各学校の状況に応じた課題を解決
するための取組を進める必要がある

これまでの取組と課題
＜取組＞

＜課題＞
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学校における働き方改革の推進に係る取組状況調査票の活用

＜調査内容＞

・時間外在校等時間削減に向
 けた課題及び課題を解決す
るための効果的な取組

・取組結果、効果測定

・今年度末における課題及び
次年度に向けての改善案

※ 各学校が調査票を活用して
 取組を推進
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学校における働き方改革の推進に係る取組状況調査票を活用した学校との連携

効果的な取組
事例の紹介

効果的な取組
事例の紹介

業務改善担当
者会議の開催

三重県教育委員会

市町教育委員会

県立学校小中学校

・学校独自の取組状況のとり
まとめ

・効果的な取組事例の展開

調査票提出

調査票提出

調査票配布

調査票配布

調査票配布

調査票共有

効果的な取組
事例の紹介

各学校の課題解決ＰＤＣＡサイクル
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各学校の課題解決ＰＤＣＡサイクル

目標取組
の設定

取組
実施

改善に向
けた検討

検証

・学校経営の改革方針、取組調査
票等への記載
・職員との共有、保護者や地域へ
の周知

・行事や業務等の見直し
・業務削減の推進
・専門人材・地域人材の活用等

・活動指標、成果指標に基づく検証
・取組の効果検証
・学校安全衛生委員会の活用

・課題解決に向けた検討
・行事等の見直し、業務削減の検討
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調査票に基づく改善例

・県教育委員会が各校の取組状況調査票から効果的な取組をピックアップ

・事例集として業務改善担当者会議で情報共有

課題 取組内容 効果

会議の時間が長い
会議資料や諸連絡は、できる限り校務
支援システムの掲示板を利用

事前に資料が渡ることで会議を待たず
に意見交換ができ、会議の時間短縮に
つながった

放課後に授業の準備等を行う時
間の確保が難しい

日程表を変更し下校時刻を15分短縮
放課後に授業準備等を行う時間が確保
され、早く退校することができた

宿題の作成・印刷・採点に時間を
要する

AIドリルの活用
宿題の作成・採点に係る時間がかなり
減り、放課後の時間の使い方が変わっ
た

行事の準備等に時間を要する 行事の精選・簡素化による業務削減
共催の団体や種目数が削減され、準備
の時間が減った

勤務時間外の生徒・保護者対応
に時間を要する

保護者対応時間を設定し、保護者への
周知文書を配布

対応時間を制限することにより、対応
件数が減少するとともに保護者からの
相談内容も精選された

（三重県版 学校における働き方改革事例集より）
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〇業務改善担当者会議

・県内すべての市町教育委員会（２９市町）の働き方
改革担当と定期的な会議の開催

・６月、１０月、１月 開催

＜主な内容＞
・学校における働き方改革の推進について（年度末通知より）
・学校における働き方改革の推進に関する調査について
・取組状況調査結果についてなど
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